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文責：校長 右田尚久

授業参観いかがだったですか？
７月１日（金）本年度２回目の授業参観を行いました。

たくさんの保護者においでいただき、ありがとうござい

ました。今回は、全学年「人権教育」を行いました。学

年の発達段階に応じて人権について学習しました。子供

たちの頑張りはいかがだったでし

ょうか。しっかり考え、しっかり

自分の生活を振り返っていたのではないでしょうか。各家庭で

も「助け合う大切さ」「相手を思いやる心」「協力することの大

切さ」について話題にしていただけるとありがたいです。

本物体験Ⅳ『大豆作り：播種』
７月６日（水）３年生は、福永大豆作り名人のご指導の下、大豆

作りの第一段階である播種を行いました。まずは、畑の耕しと草取

りから始まりました。なかなか硬い土をスコップで掘り起こしてい

くと「ねきりむし」の幼虫がたくさん出てきました。その幼虫をつ

まみ上げながら畑から追い出し、子供たちは耕していきました。土

が整うと一列に並び、福永先生から播種の仕方をご指導

いただき、一つの穴に２粒ずつ蒔いていきました。その

後、ハトやカラスから食べられないように網を張ってい

きました。うまく育ってくれれば

いいのですが・・。その日の男の

子数名が、鳥に食べられないよう

にとかかしをつくっていました。

自分たちの植えた大豆だからこそ

大切に育ててくれると思います。

プール除草に感謝
14 日（木）の水泳大会を１週間に控えた８日（金）にプー

ル周辺に茂った草を刈っていただけないかと冨松 PTA 会長に
依頼したところ、快く引き受けていただき、写真のようにきれ

いに刈っていただきました。夕方遅くまで一人で刈っていただ

き、大変ありがとうございました。

きれいな環境のもと、水泳大会を迎えられることをうれし

く思います。また、機械で刈った草を子供たちと一緒に集

めようと思ったところ、草集めまでしていただいており、

月曜日には、子供たちからも「草がなくなった。気持ちい

い。」という声も聞かれました。お仕事が終わられてから

お疲れのところご尽力いただいたことに、感謝申し上げま

す。お世話になりました。



夏休み前の最後の行事「水泳大会」
６月のプール開きの時、各学年に「泳げるということは、自分

の命、大人になって大切な家族の命を守ることになります。自分

の子供が溺れていたとき、泳げなかったら助けることができませ

ん。だから、去年より１ｍでも長く泳げるように挑戦し、がんば

ってください。」と話をしました。そして、それぞれ一斉に声を

出して各自の目標を言いました。それから１ヶ月半、その目標を

達成しようと、水泳の授業で頑張ってきました。

私も本年度は、３年生と一緒に水泳の授業をしましたが、正しい息継ぎと泳法を自分

のものしようと一生懸命頑張っていました。そして、３年生全

員２５ m 完泳することができました。他の学年も毎週３時間水
泳を頑張っていました。その成果を１４日の水泳大会で見せて

くれましたね。多くの保護者の方の応援もあり、新記録を出せ

た人も多かったのではないでしょうか。最後は全員で人間洗濯

機をして楽しみました。どうぞ、子供たちのこれまでの挑戦を

褒めてほしいと思います。どうぞよろしくお願いします。

ありのボールって知ってますか？（夏休み前集会での話）
アフリカのナイル川を一度に三千匹のありが渡るそうで

す。ありは水に浮くことはできますが、泳ぐことはできま

せん。やがておぼれてしまうでしょう。では、どうやって

三千匹の大群が川を渡るのでしょうか。それは、三千匹の

アリが一つの大きなかたまりを作ります。黒いサッカーボ

ールのようなかたまりです。そして、互いにはなれないよ

うにしっかりとつながります。川に浮くと三分の一（千匹）

は水面から上に出ていますが三分の二（二千匹）は水の中

です。このままでは水面の三分の一は生き残れても三分の二は死んでしまいます。流

されている途中で水面上のありは次第に水中に入りその代わりに水中にいたありが水

面上に浮かび上がります。このように次々と交代しながら水面下にもぐったり浮かん

だりしながら移動していきます。水面に浮かんでいる一千匹のために他の二千匹は下

にもぐってその支えになるのです。支えられて水面に浮かんでいるうちにしっかりと

息を吸い込んではもぐり他の支えとなります。そのようにして岸にたどりつき、そこ

でようやくありのボールは崩れてみんな歩き始めます。このようにして三千匹のあり

たちは、あの大きな川を、ほとんど犠牲者を出さずに渡ってしまうのです。もしも、

三千匹のアリたちが、みんな楽をしようとしたり自分だけ助かろうとしたらどうなる

でしょう。ボールが崩れてきっと自分の命も落としてしまう

ことになるのです。このありのボールをはばたき教室の水槽

の中で発見し、大変感動し、驚きました。（写真）

このアリの行動は、集団で生活する上で大切なものを教え

てくれていると思います。集団の中の決まりや役割、助け合

い、思いやり等々。そのような団結した「チーム府本小」を

作りあげたいと思います。

～夏休みに向けて～

明日から４２日間の長い夏休みに入ります。夏休みのきまりを守り、またコロナ感染

予防対策をしっかりとって、楽しい夏休みにしてほしいです。９月１日に会いましょう。


